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さらに、近年 twitter や Facebook に代表される「ソーシャル・ネットワーキング・サービ
ス」（Social Networking Service；以下 SNS）の利用者が急激に増加しており、「ソーシャル・
ネットワーキング」が時代のキーワードにもなりつつある。こうした流れは、従来は「情
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報を受信するだけ」であったユーザが、「自ら情報を発信する」ユーザへと変容しつつある
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である。 
 一方、ICT の急速な進展を支えてきたのは、当然のことながら ICT に関して高度な知識を
有する専門家である。したがって、多くの専門性の高いユーザによる ICT の「正の利用」
が、我々が享受している「便利な生活」を支えているのである。 








 こうした考え方に基づき、筆者（村山 2013）は ICT に関する「専門性」と「ユーザ・コ





































特性をくさびのカタストロフィー曲面上に簡潔な形式で記述すべく、図 2 のような「ICT 有
効活用度のカタストロフィー・モデル」を提案している。 
 






図 2 は、「ICT の有効活用度」を状態変数（y）、「ユーザ・コンプライアンス」を平常要因
（u）、また「専門性」を分裂要因（v）として設定し、ICT を利用するユーザの多様な特性
をくさびのカタストロフィー曲面上に記述したものである。図 2 のカタストロフィー・モ













































くさびのカタストロフィーが平常要因 uと分裂要因 vという 2つのコントロール要因を持
つのに対して、バタフライのカタストロフィー（図 3）は、さらにバイアス要因 a とバタフ
ライ要因 b を追加した 4 つのコントロール要因を持つモデルである。 
 




 バタフライのカタストロフィーは、図 3 に示すように、状態変数 y の値がさほど大きくも
小さくもない「ポケット」と呼ばれる中間的な状態を示す領域を持つところに大きな特徴
がある。図 3 のポケットは、バタフライ要因 b が大きい時に生じ、これが小さいときは退
化してくさびのカタストロフィー曲面とほぼ等しくなる。このポケットが、上のアトラク
タと下のアトラクタという 2 つの状態を吸収するのである。 
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なるように曲面が左に移動するのである。このことは、情報倫理教育がバタフライのカタ
ストロフィーにおけるバイアス要因 a として位置づけられることを示している。 
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Abstract 
A Butterfly Catastrophe Model of Effective Utilization in ICT Usage 
 
Kenya MURAYAMA 
In recent years, the diversity of ICT user is increased with evolution of the 
information society. At the same time, the issues of concerning the handling of 
information (Orito, Yamashita & Murayama 2008) occur frequently.  
In this paper, we propose “A butterfly Catastrophe Model of Effective Utilization in 
ICT Usage” to capture the diverse characteristics of the ICT users in the current 
information society. This model describes an ICT user's classification by four control 
factors (user compliance, expertise, legal restrictions and information ethics education). 
As a result, we suggest direction of approach required when we go to increase the 
effective utilization of ICT in the information society of the future. 
 
 
